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③児童の表情が分からず、授業の評価が低くな

りがち 

 マスクをしていると、マスクの下でニコニコ

していても、「つまらなそうにしている」と誤解

してしまうことがあります。表情や雰囲気に頼

らない授業評価の方法が必要かもしれません。 

 項目によっては上記の分析があてはまらない

こともあるでしょうし、他の要因も十分考えら

れます。ご意見などございましたら学校まで連

絡をお願いします。また、今後も学校評価を通

じて実態を把握し、学校運営の参考にしていき

ます。 

 お忙しい中、学校評価にご協力していただき、

ありがとうございました。 
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令和 4 年度【重点教育目標】  

聞いて 話して みとめ合い 「みんなで学ぼう！」 

●しっかり行う 

●おおきな心 

●みんなで学ぶ 

 

学校評価の結果から 

           校長 太 田 恭 司 

 

 12 月に行われた学校評価の集計と分析が終わ

りました。結果は近日中に別紙にてお知らせしま

す。もうしばらくお待ちください。 

 さて、学校評価の中に、教師が「指導不足だっ

た」と感じているのに対して、児童は「しっかり

できた、よく分かった」と感じている項目がいく

つかありました。 

 このようなギャップには様々な要因があると

思いますが、以下のようなことが主な理由だと考

えています。 

①教師と子どもの目指しているレベル（目標）に

ギャップがある。 

例えば、テストで 80 点をとった時に、「まだま

だ」と捉えるか「十分頑張った」と感じるかで評 

価にギャップが出てきます。教師が期待を込めて

高い目標を設定することは多くありますが、この

ギャップが大きすぎると、教師も児童も苦しい思

いをします。目標の設定を慎重に行う必要がある

ようです。 

②教師の期待以上に、児童のがんばりが成果を上

げている。 

 子どもの自主性が育ってきていると考えられ

ます。自分から前向きに学習に取り組むと、「楽し

い」「わかった」と感じることが飛躍的に上がりま

す。それが教師の期待を上回った時にギャップが

生まれるようです。 

令和５年度児童会三役決定 
２月１６日に令和 5 年度の児童会３役を決

定する「児童会役員選挙」が行われました。TV

放送にて立候補者の演説が行われ、３年生以上

の児童が立候補者の演説を真剣に聞き、タブレ

ットを活用した投票を行いました。投開票の結

果、令和５年度の児童会３役は以下のように決

定しました。 

○会  長   S・K さん（５年） 

○副会長   U・E さん（５年）   

S・Y さん（４年） 

○書  記   T・S さん（５年）   

K・M さん（４年） 

３役を中心に児童全員が一体となった児童

会活動を展開してくれることと思います。 

 



令和４年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果について 

【各種目の状況】 全国平均を 50 としたときの数値（T 得点）をグラフに表しています。 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 主な行事予定 

１日（水）  図書返却期間（～３日） 

２日（木）  ６年生潮見中学校授業体験 

       PTA 役員会 

３日（金）  全校朝会 

１７日（金）  ６年生あゆみ発行日 

        卒業式前日準備 

（午前日課：給食あり） 

２0 日（月）  第７３回卒業証書授与式 

       （午前日課：給食なし） 

２１日（火）  春分の日（祝日） 

２３日（木）  午前日課（給食あり） 

２４日（金）  修了式・離任式 

       （３時間日課：給食なし） 

２5 日（土）  年度末・年度始休業（～4/5） 

 

４月６日（木） 新年度始業式・着任式・入学式 

 

潮見小学校 WEB サイト 
【新着情報】 

・３年生 はじめての投票 

・スキー学習 他 

 

時間割も掲載しています。ぜひご覧ください 

https://mombetsu-e-shiomi.edumap.jp/ 

全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果が

届きましたので概略をお知らせします。この調査は全

国の５年生のデータを集計したものです。今年度の本

校５年生のデータとはなりますが、学校全体の大まか

な傾向として捉えることができるかと思います。 

具体的には体力合計点において男子が全国・全

道を上回り、女子が全国・全道を下回っている状況で

す。また、男女ともに「走力（５０M走）」に課題がある

ことがわかります。運動習慣調査（質問紙）とあわせ

て分析してみると、やはり日常的に運動（スポーツ）に

取り組んでいる子の結果がよくなっています。また、平

日にテレビ・ゲーム・スマホ等の画面を見ている時間

（スクリーンタイム）が５時間以上と答えた子の割合

が全国平均よりもかなり高くなっている点が気になる

ところです。 

学校では生涯にわたり運動に親しみ健康な生活を

過ごしてほしいと願っています。今後も児童の健康維

持・体力向上のために体育授業の改善や生活習慣

の見直し等を全校で進めてまいりたいと思います。 
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平日５時間以上画面を視聴する子の割合（％）


